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野地板に仮置きされた平瓦（左）と葺かれた屋根（右）

屋根の頂部を飾る鬼瓦と鯱

屋根を支える柱や梁を組んだ小屋組みが完成し、屋根に野地
板という板が全面に敷かれて、良質の粘土を焼いた瓦が葺か
れました。清水門のような本格的な伝統建築では、丸瓦と平
瓦の２つの形の和瓦を交互に葺いて、凹凸のある重厚な屋根
の見え方にする「本瓦葺き」とすることが多いようです。

瓦葺き屋根の一番上の「棟」では、平瓦を何段にも積み上げ
た後、最後に熨斗瓦をのせて、厚みのある頂部をつくりあげ
ます。その棟の両側面には、「鬼瓦」が入り、さらにその上に
瓦の鯱といった特別な「役瓦」が飾られます。シャチは魚の
形をした空想の縁起物の獣です。

~屋根瓦が葺かれました~

~屋根の頂上を飾る役瓦～
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和瓦を葺く屋根職人
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